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公的（競争的）研究費の適正使用について（お願い） 

 

 日頃より本学の研究不正防止への取組にご理解をいただき御礼申し上げます。 

 公的（競争的）研究費の適正使用については、従前から関係各位には、公的研究費の

適正使用についてお願いしているところですが、全国的に一部の研究者や研究機関での

改善がみられないことから、不正使用が無くならない状況です。 

文部科学省では、競争的資金である研究費の不正使用等により応募資格が制限された

研究者等については、当該不正概要を文部科学省のホームページで公表することとして

おります。文部科学省の調査結果では、研究費の不正使用は、私的流用、不正受給、目

的外使用又は不正経理等ですが、不正経理の態様は、「預け金」、「カラ出張」、「カ

ラ謝金」、「二重請求」などとなっており、架空発注による業者への「預け金」が全体

の過半数を占めております。昨年度も複数の大学において、セミナーなどの旅費を大学

と主催した企業に二重請求した事例、虚偽の日程や場所を記した出張費を申請した事例、

勤務実態のないアルバイト代を架空請求していた事例等が報告されている状況です。研

究のための支出であっても、国や大学が定めたルールに拠らない支出や書類の不備も不

適正経理と判断されますのでご留意ください。 

 つきましては、関係各位におかれましては、公的（競争的）研究費が国民の税金から

配分されていることを念頭に、研究費の適正使用に努められますようお願いいたします。 

なお、令和3年度から、研究費不正を起こさせない環境を構築することを目的とし、

研究機関に対し、ガバナンスの強化・機関構成員の意識改革・不正防止システムの強化

が求められておりますことから、ご理解、ご協力いただきますよう重ねてお願い申し上

げます。 

 

※公的研究費の「不正防止に係る関連規程・方針」及び「公的研究費取扱マニュアル」

は、研究助成課ホームページ【岩手医科大学HP（http://www.iwate-med.ac.jp/）左下

のリンク「研究費不正使用防止活動」】よりご確認いただけます。 
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